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1. 研究動機・目的
昨年の「ミミズの腸内細菌と土壌細菌の遺伝子の比較」の研究発表を聞
き、また、ミミズに関する様々な本を読み、ミミズの種類の多さや土壌に
及ぼす影響に興味を持った。

土壌に対してミミズの腸内細菌は影響を受けるのか？
仮説１

ミミズが生息する土壌が変わればミミズの腸内細菌も変わる

仮説２

同じ土壌でも、ミミズの種類によって腸内細菌は変わる

２. 実験
( 実験の概要 )

①ミミズを生息場所の土壌で飼育し、糞を採集

②同じミミズを、土壌を変えて飼育し、糞を採集

①、②の糞をBIOLOG微生物分類システムで解析し、両者の腸内細菌の

比較を行う。本実験では使用する糞の量を考慮し、フトミミズを用いた。

( ミミズの捕獲 )

 捕獲期間 平成２８年９月～１１月の３ヶ月間

 捕獲場所 上伊那農業高校の畑、及び牛舎付近のブドウ畑

上伊那農業高校の畑 上伊那農業高校の牛舎付近のブドウ畑

 飼育方法

恒温器内の温度を15℃以上に保ち、ミミズ

と土壌を入れた容器を器内に入れて飼育した。

 捕獲したミミズの種類

・ シマミミズ ２匹

・ ハタケミミズ ６匹

・ 環帯あり(成体・亜成体)種類不特定 ３匹

・ 環帯なし(幼体)種類不特定 ７匹

 使用した土壌の種類

・ 上伊那農業高校の畑の土壌（以降、畑の土）

・ 上伊那農業高校の牛舎近くのブドウ畑の土壌（以降、牛舎の土）

・ 伊那北高校付近の腐葉土 (以降、腐葉土）

・ 野球場の土

・ サッカー場の土

BIOLOG微生物分類システムについて

微生物を各種有機物のもとで培養し、代謝により分解された有機物
の種類を調べることで微生物を分類するシステム

①電子天秤で、
規定量を量る

②1000倍希釈液を
作る

④赤紫色に発色
③希釈液をECO
プレートに注入する

( 実験手順 )

( BIOLOGマイクロプレートの吸光値のまとめ)

 ミミズの糞について ⇨ 土壌を変える前と後で吸光値が変化
「牛舎 環帯なし②」 牛舎の土→ 腐葉土

・・・ほとんどの炭素源で吸光値の著しい“減少”

移動

 土壌について ⇨ 野球場の土の吸光値がほとんどみられなかった。

３. 考察
仮説１の検証

 土壌を変えてミミズを飼育すると吸光値が変化
 土壌を変えることで、微生物集団が変化した

 土壌がミミズの腸内細菌に影響を与えている（下図参照）

仮説①：ミミズが生息する土壌が変わればミミズの腸内細菌も変わる
⇨ 可能性が高い

仮説２の検証

 同じ土壌で飼育した同一種のミミズであっても、グラフの形状が
明らかに違うものが見られた。

例：「牛舎 シマミミズ①、②」

仮説②：同じ土壌でも、ミミズの種類によって腸内細菌は変わる
⇨ 個体ごとに違いがあると考えたほうが良い
ほかに個体や種を超えて吸光値が高い値を示す炭素源が存在した
 ミミズが生きていく上で重要な炭素源なのかもしれない

① 採集してきたミミズを種類ごと分類・畑の土、牛舎の土で二週間ほ
ど飼育する
② ①のミミズをシャーレの中に入れ、一日おいて糞をさせる
③ ミミズの糞を採集し、糞と使用する５種類の土壌を、BIOLOG微生物
分類システムにかける。

④ 糞の採集後、腐葉土、グラウンドの土、サッカー場の土の三種類の
土壌に入れて二週間ほど飼育する。
⑤ ④のミミズをシャーレの中に入れ、一日おいて糞をさせる
⑥ ミミズの糞を採集し、糞をBIOLOG微生物分類システムにかける
⑦ ③・⑥で行ったBIOLOG微生物分類システムで得た結果を比較する
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